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【手続補正書】
【提出日】平成22年1月6日(2010.1.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の静止画像を入力する画像入力ステップと、
　入力された各静止画像の中に含まれる人物の顔領域を検出する顔領域検出ステップと、
　入力された各静止画像の合焦位置情報を取得する合焦位置取得ステップと、
　検出した前記顔領域および取得した前記合焦位置情報に基づいて各静止画像をズーミン
グする表示効果を用いて、前記複数の静止画像のスライドショー表示を行うように制御す
る表示制御ステップとを有し、
　前記表示制御ステップは、静止画像内の前記顔領域と前記合焦位置とが重なっている場
合は、重なっていない場合に比べて高い拡大率でズーミングすることを特徴とする画像表
示方法。
【請求項２】
　さらに、入力された各静止画像についてユーザにより拡大表示の操作がされた場合に、
拡大位置に関する操作履歴情報を記憶する操作履歴記憶ステップを有し、
　前記表示制御ステップは、静止画像内の前記顔領域または前記合焦位置と、該静止画像
内の前記拡大位置とが重なっている場合は、重なっていない場合に比べて高い拡大率でズ
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ーミングすることを特徴とする請求項１記載の画像表示方法。
【請求項３】
　前記表示制御ステップは、静止画像内の前記顔領域と前記合焦位置とが重なっている重
複領域が複数ある場合は、該複数の重複領域をパニングすることを特徴とする請求項１記
載の画像表示方法。
【請求項４】
　画像を表示する表示手段と、
　複数の静止画像を取得する画像データ取得手段と、
　取得された各静止画像の中に含まれる人物の顔領域を検出する顔領域検出手段と、
　取得された各静止画像の合焦位置情報を取得する合焦位置取得手段と、
　検出された前記顔領域および取得された前記合焦位置情報に基づいて各静止画像をズー
ミングする表示効果を用いて、前記複数の静止画像のスライドショー表示を行うように制
御する表示制御手段とを有し、
　前記表示制御手段は、静止画像内の前記顔領域と前記合焦位置とが重なっている場合は
、重なっていない場合に比べて高い拡大率でズーミングすることを特徴とする画像表示装
置。
【請求項５】
　さらに、取得された各静止画像についてユーザにより拡大表示の操作がされた場合に、
拡大位置に関する操作履歴情報を記憶する操作履歴記憶手段を有し、
　前記表示制御手段は、静止画像内の前記顔領域または前記合焦位置と、該静止画像内の
前記拡大位置とが重なっている場合は、重なっていない場合に比べて高い拡大率でズーミ
ングすることを特徴とする請求項４記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記表示制御手段は、静止画像内の前記顔領域と前記合焦位置とが重なっている重複領
域が複数ある場合は、該複数の重複領域をパニングすることを特徴とする請求項４記載の
画像表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　この発明の第２の発明は、
　画像を表示する表示手段と、
　複数の静止画像を取得する画像データ取得手段と、
　取得された各静止画像の中に含まれる人物の顔領域を検出する顔領域検出手段と、
　取得された各静止画像の合焦位置情報を取得する合焦位置取得手段と、
　検出された前記顔領域および取得された前記合焦位置情報に基づいて各静止画像をズー
ミングする表示効果を用いて、前記複数の静止画像のスライドショー表示を行うように制
御する表示制御手段とを有し、
　前記表示制御手段は、静止画像内の前記顔領域と前記合焦位置とが重なっている場合は
、重なっていない場合に比べて高い拡大率でズーミングすることを特徴とする画像表示装
置。
　ことを特徴とする画像表示装置である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
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　この第２の発明において、さらに、取得された各静止画像についてユーザにより拡大表
示の操作がされた場合に、拡大位置に関する操作履歴情報を記憶する操作履歴記憶手段を
有し、前記表示制御手段は、静止画像内の前記顔領域または前記合焦位置と、該静止画像
内の前記拡大位置とが重なっている場合は、重なっていない場合に比べて高い拡大率でズ
ーミングすることが好適である。


	header
	written-amendment

